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文  責 
地域連携推進担当  
横光 雄介 

授
業
参
観
か
ら
見
え
た
大
野
中
生
の
学
び 

７
月
２
日
、
第
２
回
学
校
運
営

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
学
校
評
価
計
画
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
様
子

や
地
域
貢
献
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
へ
の
参
加
状
況
、
今
後
の
活

動
予
定
に
つ
い
て
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
予
定
さ
れ

て
い
る
学
校
行
事
に
つ
い
て
も

意
見
交
換
を
行
い
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
た
教
育
活
動
の

充
実
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

委
員
の
皆
様
に
は
授
業
参
観

も
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
の

学
習
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
多
く
の
ご
意
見
や
ご
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

福
岡
教
育
大
学
教
授
の
伊
藤
克

治
先
生
か
ら
は
、
「
中
学
校
で
は

学
習
内
容
が
抽
象
的
に
な
り
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
接
続
期

に
学
力
が
伸
び
悩
む
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
大
野
中
学
校

で
は
小
学
校
で
学
習
し
た
知
識

や
技
能
を
活
用
す
る
必
要
性
を

感
じ
ら
れ
る
授
業
が
行
わ
れ
て

お
り
、
生
徒
の
学
力
が
継
続
し
て

伸
び
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」 

 

と
の
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
「
な
ぜ
学
ぶ
の

か
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
生
徒

が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

議 事 報 告 

（１）学校評価計画について 

（２）学校の様子について 

（３）地域連携推進活動について 

（４）今後の学校行事について 

（
１
）
学
校
評
価
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
重
点
目
標

や
成
果
指
標
に
つ
い
て
説
明
し
、
学
力
向
上
や
探
究
活
動
「
志

タ
イ
ム
」
、
地
域
貢
献
活
動
、
学
校
生
活
満
足
度
の
向
上
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

（
２
）
学
校
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
体
育
祭
や
学
力
調
査
、

「
志
タ
イ
ム
」
の
開
始
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
の
様
子

を
報
告
し
、
生
徒
の
学
習
や
学
校
生
活
の
状
況
に
つ
い
て
共
有

し
ま
し
た
。 

（
３
）
地
域
連
携
推
進
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
貢
献
活
動

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
実
施
状
況
や
今
後
の
活
動
予
定
に
つ
い

て
報
告
し
、
地
域
と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

（
４
）
今
後
の
学
校
行
事
に
つ
い
て
は
、
夏
季
休
業
中
の
活

動
や
２
学
期
の
主
な
学
校
行
事
に
つ
い
て
確
認
し
、
生
徒
の
成

長
に
つ
な
が
る
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
て
協
議
し
ま
し
た
。 

委 員 よ り 

○  実体験を伴う学びは今後も大切にしてほしい。 

○  日頃からデジタル機器に慣れ親しむことがこれからの

時代には必要である。  

○  教室がやや狭く感じられたため、学習環境の改善につい

ても検討してほしい。  

○  夏休みには地域に出て、多くの人との交流や体験活動を

通して、「リアル」な学びを大切にしてほしい。  

伊 藤 先 生 よ り 

○  学習のめあてが現実的で分かりやすく、日常生活と結び付

いた学びが実現されています。生徒が学習のゴールを意識し

ながら主体的に取り組んでいる姿も見られました。  

○  小学校で学んだ知識や技能を活用する授業が行われてお

り、中学校段階でも学力が継続して伸びている要因の一つに

なっていると感じます。  

○  生成 AI やデジタル機器を活用する際は、情報を批判的に

捉え、実体験を伴う学びも大切にしてほしいと思います。  福岡教育大学 

教授 伊藤克治 先生 

――――― 次 回 連 絡 ――――― 

第３回学校運営協議会 

令和８年１０月２３日（金）１０：００～１１：３０ 

於 本校多目的室 

～大野中生の学び～ 

○ 学習のめあてが分かりやすく、日

常生活と結び付いた学びになって

いる。 

○ 生徒が学習のゴールを意識しな

がら主体的に取り組んでいる。 

○ 落ち着いた雰囲気の中で学習が

進められている。 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
の
ご

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
「
な
ぜ
学
ぶ
の

か
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
生
徒

が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

多様な学びと未来を見据えた教育活動 

生
徒
一
人
一
人
の
多
様
性
を

大
切
に
す
る
取
組
に
つ
い
て
も

話
題
と
な
り
ま
し
た
。 

本
校
で
は
、
生
徒
が
自
分
の

体
調
や
状
況
に
応
じ
て
制
服
を

選
択
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
委
員
の
皆
様
か

ら
は
、「
多
様
性
を
尊
重
し
な
が

ら
も
、
学
校
全
体
の
一
体
感
が

保
た
れ
て
い
る
」
と
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
授
業
で
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活

用
す
る
一
方
で
、
技
術
科
で
は

工
具
を
使
っ
た
製
作
活
動
な
ど

実
体
験
を
大
切
に
し
た
学
習
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

委
員
の
皆
様
か
ら
は
、「
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
よ
さ
を
上

手
に
組
み
合
わ
せ
た
学
び
が
実

現
さ
れ
て
い
る
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

に
つ
い
て
も
話
題
と
な
り
、 

 

「
便
利
な
ツ
ー
ル
だ
か
ら
こ

そ
、
情
報
の
出
所
を
確
認
し
た

り
、
本
当
に
正
し
い
情
報
か
を

考
え
た
り
す
る
力
を
育
て
る
こ

と
が
大
切
」 

 

と
の
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
す
。 


